
 

 

知事と政策連携団体代表者の意見交換 議事概要 

 

 

１ 団体名 

  （公財）東京都都市づくり公社 

 

２ 実施日時  

  令和元年７月１９日（金） １１時２５分～１１時３７分 

 

３ 出席者 

・団体側出席者：大原理事長、 

安部市街地整備部長（都市整備局） 

  ・都側出席者 ：小池知事、遠藤総務局長、武市財務局長、 

          小林行政改革推進部長  

 

４ 議事概要 

 ○小池知事 

2022 年問題というのは非常に大きな課題である。都としては、緑をこれ以

上減らさないと決めているが、どうすればいいかが具体的に問われるわけで、

そこは知恵の出しどころであろう。 

木密対策については、もう一歩加速していく必要がある。災害時のことを考

えると、命に関わる問題である。いい知恵があれば伺いたい。 

 

 ○大原理事長 

平凡なようだが、何度も足を運び、誠意を持って説得をする。それを私たち

は日常的にやっており、ノウハウも熱い情熱もあるため、それをまずぶつけて

いく。同意が得られるまで頑張る。 

 

○小池知事 

古い土地は住民の絆が強いこともある。コミュニティごと移動してもらうの

は難しいにしても、いろいろなチャレンジの中で、更なる工夫などお願いした

い。 

 

 ○武市財務局長 

  仕事の幅を広げていくことが一つの課題なのかと思う。区部の仕事のウェ

イトは、どれぐらい増えているのか。 



 

 

 

 ○大原理事長 

  公社予算は、全体で約 280億円くらいであるが、そのうち、区部の仕事は

15％くらいではないか。 

 

 ○小池知事 

市町村からは、もっとアドバイスが欲しいというのが、切実な声として私の

ほうにも届いている。うまく連携していけるような体制づくりやコミュニケー

ションが重要だと思う。 

  

○大原理事長 

多摩の市町村は、土木と建築の職種が一人もいないところが五つある。それ

から、職員の減少傾向にあるところが七つある。他は増加しているが、増加し

ているところは手が余っているかというと、決してそんなことはなく、どこも

人手不足である。 

 

 ○小池知事 

人手不足とノウハウ不足をどう補っていけばいいのかというのは、大きな課

題であると思う。 


